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第 4 章では，第 3 章で示した比膳分析装置の血液試料分析への応用として，前述の 3 種の反応を 10
項目の臨床検体検査にわたって測定した結果を示し，装置の実用性能を明らかにしているO
第 5 章では，比濁分析法による ET定量の検討について述べている。従来，半定量法であったリム
ルス (LAL) テストにおいて. LAL/ET反応に伴う透過光の変化に着目し，透過光量が一定の
減少率を示すまでの時間を計測する比濁時間分析法を考案し， これに基づく実用的な並列型比濁時間
分析装置の開発指針と実際の装置性能を明らかにしている。
第 6 章では，第 5 章で示した比濁時間分析装置の薬剤中の ET測定への応用について述べている。
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従来の測定法では困難であった薬剤による LAL反応へ影響評価を約 3 0 種の薬剤について実施し，
次いで，この影響下での ET汚染の定量手順を提案し，有効性を確認しているO
第 7 章では，第 5 章で示した比濁時間分析装置の ET と β- 1， 3- グルカン (G L) の分別測定
への応用について述べているO これまでLAL テストで識別できなかった ET と GL を，反応速度と
反応時間を指標として識別する方法を提案しているo また， LAL/ET反応を臨床検体検査として
血液中の ET と GL の分別定量に応用する可能性を示している。













(2) 開発した多用途比膿分析装置が，血液凝固と線溶などに関する 1 0 項目の臨床検体検査におい
て，実用上十分な感度と精度を有し，従来法と同等の結果がこれまでより短時間の約 1 分で得ら
れることを確認し，その有用性を実証しているo
(3) これまで半定量法であった LAL テストにおいて， LAL/ET反応に伴う透過光の変化に着
目し，透過光量が一定の減少率を示すまでの時間を計測する比濁時間分析法を考案し， 10-1 から







(5) 開発した比濁時間分析装置の ET と GL の分別測定への応用として， これまで LAL テストで
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識別できなかった ET と GLを，反応速度と反応時間を指標として識別する手法を考案し，実際
的な識別手順を提案しているo また LAL/ET反応を臨床検体検査として血液中の ET と GL
の分別定量に応用する可能性を示し，感染症の分別診断について考察しているO
以上のように，本論文は，混濁試料中の生化学物質に対して，新しい機器分析法を提案すると共に
その実現手段と応用面の展開について論じたものであり，計測工学，医用工学の分野に寄与するとこ
ろが大きし、。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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